
2008

2/15

ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て

▼
ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
お
よ
び
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
名
称
に
関
す
る
著
作
権
、
使
用
権

は
彦
根
市
に
属
し
ま
す
。
ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
お
よ
び
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
名
称
を

使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
彦
根
市
の
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
お
よ
び
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
名
称
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
次
に

記
載
し
た
規
格
に
し
た
が
っ
て
、
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ
こ
に
ゃ
ん

図
形
の
一
部
の
み
を
使
用
し
た
り
、
ひ
こ
に

ゃ
ん
図
形
を
変
形
し
、
も
し
く
は
、
ほ
か
の

図
形
や
文
字
と
重
ね
て
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
の
表
示
色
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
示
し
た
指
定
色
、
ま
た
は
単
色

と
し
ま
す
。

ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
を
使
用
す
る
物
件
の
完

成
見
本
を
、
事
前
に
彦
根
市
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
物
提
出
が
困
難
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
写
真
な
ど
、
確
認
で

き
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
に
ゃ
ん
図
形
を
商
品
、
商
業
広
告
に

使
用
す
る
際
の
使
用
料
は
不
要
で
す
が
、

使
用
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
使
用
目
的
、

使
用
方
法
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
使
用
を

お
願
い
し
ま
す

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
が
、
広
く
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
そ
の
活
躍
が
彦
根
市
の
知
名
度
と

好
感
度
を
高
め
、
よ
り
一
層
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
図
形
な
ど

を
正
し
く
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

使
用
基
準
を
下
の
と
お
り
定
め
ま
し

た
。皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
は
、
６
月
か
ら

始
ま
る
、
彦
根
藩
13
代
藩
主
井
伊
直
弼

と
開
国
１
５
０
周
年
を
テ
ー
マ
と
し
た

記
念
事
業
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０

年
祭
」
の
ほ
か
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
広
報
に

使
用
し
ま
す
。

ひ
こ
に
ゃ
ん
の
図
形
お
よ
び
、
ひ
こ

に
ゃ
ん
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

井
伊
直
弼
と
開
国
１

５
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

企
画
課
内
）

30
６
１
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
１
３
９
８
番
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は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
７
入
賞
作
品
展

入
賞
作
品
54
点
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
　
１
階
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
（
竹
ヶ
鼻
町
）

２
月
23
日

、
24
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

▼
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

２
月
26
日

〜
３
月
７
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

細
溝
美
佑
希
さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

赤
崎
博
也
さ
ん
（
佐
和
山
小
学
校
６
年
）

原
希
茉
里
さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
人
権
の
尊
重
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
作
文
２
３
３
点
、
標
語
４
０
３
点
、
ポ
ス
タ
ー
２
７
５
点
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

●
作
文
部
門
　
特
選
６
点
、
入
選
12
点

●
標
語
部
門
　
特
選
６
点
、
入
選
12
点

●
ポ
ス
タ
ー
部
門
　
特
選
６
点
、
入
選
12
点

各
部
門
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
家
庭
、
地

域
、
職
場
な
ど
で
の
人
権
学
習
や
、
実
践
に
向
け
て
の
資
料
と
し
て
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
政
策
課

30
６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１
３
９

８
番

市
民
参
画
に
よ
る
ご
み
減
量
化
推

進
の
方
策

つ
き
ま
し
て
は
、
答
申
素
案
を
公

表
し
ま
す
の
で
、
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。お

寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
と

と
も
に
整
理
し
た
う
え
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
で
は
、
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資
源

の
循
環
的
な
利
用
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
適
正
な
処
分
を
行
う
た
め
、

彦
根
市
の
ご
み
処
理
体
系
を
見
直

し
、
新
た
な
制
度
の
構
築
も
含
め
た

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
３
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
、
審
議
会
答
申
素
案
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
関
す

る
検
証
と
新
た
な
ご
み
減
量
施
策

ご
み
処
理
費
用
の
有
料
化
の
あ
り

方
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ワ
ン
コ
イ
ン
エ
コ
パ
ス
で
エ
コ
交
通

毎
週
金
曜
日
は
『
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
』
で
す
。
毎
日
マ
イ
カ
ー
を

利
用
し
て
い
る
と
鉄
道
や
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
機
会
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
削
減
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
コ
イ
ン
エ
コ
パ
ス

マ
イ
カ
ー
や
バ
イ
ク
で
通
勤
し
て
い
る
人
が
１
乗
車
１
０
０
円
（
ワ

ン
コ
イ
ン
）
で
電
車
や
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
日

毎
週
金
曜
日

利
用
で
き
る
路
線

バ
ス：

滋
賀
県
内
全
域
（
高
速
バ
ス
、
定
期
観
光
バ
ス
は
除
き
ま
す
。）

鉄
道：

近
江
鉄
道
全
線

利
用
で
き
る
人

マ
イ
カ
ー
や
バ
イ
ク
で
通
勤
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
事
業
所
単
位
の
登
録
が
必
要
で
す
。
近
く
の
鉄
道
・
バ
ス

会
社
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

交
通
対
策
課

30
６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
８

５
１
７
番
、

滋
賀
県
バ
ス
協
会

０
７
７
５
８
５
８
３
３
３

水
道
部
で
は
、
よ
り
良
質
で

安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、

項
目
や
回
数
を
定
め
た
「
水
質
検
査

計
画
」
に
基
づ
い
て
水
質
を
検
査
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
平
成
20
年
度
の

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
　

く
だ
さ
い
。

公
表
場
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
・
各
出
張
所

の
ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
（
彦

彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
答
申
素
案

「
ご
み
減
量
対
策
と
処
理
費
用
の
負
担
の
あ
り
方
」

案
の
公
表
場
所

清
掃
セ
ン
タ

ー
、

生
活
環
境
課
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
・
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

意
見
で
き
る
人

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人

意
見
な
ど
の
提
出
期
限

〜
３
月
14

日
意
見
な
ど
の
提
出
方
法
　
直
接
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

清

掃
セ
ン
タ
ー
管
理
課

22

２
７

３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24

７
７
８
７

番
、
Ｅ
メ
ー
ル：

seisoukan@

oboe.ocn.ne.jp

平
成
20
年
度
水
質
検
査
計
画
を
公
表
し
ま
す

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
フ
ォ
ー

ム
が
あ
り
ま
す
）
で

大

浄
水
場

（
〒
５
２
２

０
０
５
７
　
八
坂
町
２
０

６
１

５
）

22
３
３
２
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
23
９
０
９
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ル：

ooyabu-jou@
ceres.ocn.ne.jp

へ

米原駅新幹線改札口および

在来線ホームへの通路が

変更になりました

平成21年春の完成をめざして、リ

ニューアル工事が進んでいる米原駅

では、第１期工事（東西自由通路の一

部）の完成にともない、2月9日 か

ら、新幹線の改札口が新しくなった

ほか、利用形態が一時的に変更にな

りました。米原駅をご利用の際はご

注意ください。

引き続き、駅舎の橋上化や、これ

まで利用してきた在来線通路の撤去

工事などが行われます。皆さんのご

理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先　米原市米原駅周辺整

備課 0749 52 6783、

FAX0749 52 5195

２月９
日

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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関
西
元
気
文
化
圏
賞
と
は
、
文
化
を

通
じ
て
関
西
か
ら
日
本
を
明
る
く
元
気

に
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
人
物
・
団
体

に
、
感
謝
と
い
っ
そ
う
の
活
躍
へ
の
期

待
を
こ
め
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
実

行
委
員
会
は
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
関
西
へ
の
注
目
度
を

高
め
、
関
西
全
体
を
お
お
い
に
盛
り
上

げ
た
と
し
て
、「
関
西
元
気
文
化
圏
賞
」

の
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
１
月
24
日

、
大
阪
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
北
村
昌
造

た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
道
路
河
川
課
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課

30
６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
５
２

１
１
番
、

湖
東
地
域
振
興
局
建

設
管
理
部
管
理
調
整
課

27

２
２

５
４
番
（
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は

総
務
課

30

６
１
０

０
番
へ
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
１

か
所
（
土
石
流
）、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
を
含
む
警
戒
区
域
　
１
か

所
（
土
石
流
）

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る

た
め
、
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た
土
砂

災
害
防
止
法
に
基
づ
く
「
土
砂
災
害
警

戒
区
域
」「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」

が
、
市
内
の
２
か
所
で
追
加
指
定
さ
れ

ま
し
た
。（
お
よ
そ
の
場
所
は
下
の
地

図
の
と
お
り
）

こ
の
う
ち
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

に
指
定
さ
れ
る
と
、
市
が
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
で
は
、
特
定

の
開
発
行
為
に
対
し
て
許
可
が
必
要
に

な
っ
た
り
、
建
築
物
の
構
造
の
規
制
や

移
転
の
勧
告
が
行
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い

土
砂
災
害（
特
別
）警
戒
区
域
が
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た

正
法
寺
町

不
動
産
の
公
売
の
お
知
ら
せ

彦
根
市
、
米
原
市
、
滋
賀
県
は
左
記
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
共

同
で
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

公
売
の
日
時

３
月
４
日

午
前
10
時
〜

場
所

湖
東
合
同
庁
舎
（
元
町
４
１
）
１
階
入
札
室

公
売
財
産

左
の
表
の
と
お
り
（
区
分

と

に
つ
い
て
は
、
一

括
換
価
に
よ
る
共
同
公
売
で

す
）

※
公
売
財
産
の
情
報
は
、
２
月
４

日

現
在
の
も
の
で
す
。

※
見
積
価
額
、
公
売
保
証
金
な
ど

の
公
売
財
産
の
明
細
、
ま
た
は
、

公
売
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
所
管
（
執
行
機
関
）
に
あ

り
ま
す
「
公
売
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

納
税
課

30

６
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３
９
８
番
　

湖
東
地
域

振
興
局
税
務
課

27

２
２
０

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

３
３
９
１

番
　

米
原
市
納
税
課

０
７

４
９

52

３
１
８
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
４
９

52

６
９
３
０
番

湖
北
地
域
振
興
局
税
務
課

０
７
４
９

65

６
６
０
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
９

65

５

７
７
６
番

実
行
委
員
会
会
長
と
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
出

席
し
て
、
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

北
村
会
長
は
、「
築
城
４
０
０
年
祭

は
、
彦
根
の
潜
在
的
な
魅
力
と
ひ
こ
に

ゃ
ん
の
力
で
、
76
万
人
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
。
こ
の
市
民
パ
ワ
ー
を
、『
井

伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
』
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）

30
６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１

３
９
８
番

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
が

関
西
元
気
文
化
圏
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

２
日
以
降
に
な
る
と
、
４
月
１
日
現

在
で
登
録
の
あ
る
元
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
名
義
変
更
や
廃
車
な

ど
の
手
続
き
は
、
４
月
１
日
ま
で
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
例
年
、
３
月
後
半
は
、
各
窓
口
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

近
畿
運
輸
局
滋
賀
陸
運
支
局

０
５
０
５
５
４
０
２
０
６
４
番

軽
自
動
車
検
査
協
会

滋
賀
事
務
所

０
７
７

５
８

５
７
１
０
３
番

税
務
課
諸
税
証
明
係

30

６
１
０
８
番

問
い
合
わ
せ
先…

税
務
課
諸
税
証
明
係

30
６
１
０
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
１

３
９
８
番

４月１日現在で登録されている所有者に、
その年の軽自動車税が課税されます
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以
前
所
有
し
て
い
た
自
動
車
や
軽
自

動
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
税
金
の
納
付
書

が
届
い
て
、
驚
い
た
経
験
が
あ
る
人
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
廃
車
や
名
義
変

更
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
い

つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
車
や
バ
イ
ク
を
知
人
に
譲
っ
た
り
、

業
者
に
下
取
り
に
出
し
た
と
き
は
、

そ
の
理
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
15
日

以
内
に
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
方

に
手
続
き
を
依
頼
し
た
と
き
は
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
後
日
自
分
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
故
障
、
事
故
、
車
検
切
れ
な
ど
で
乗

ら
な
く
な
っ
た
車
や
バ
イ
ク
は
、
そ

の
理
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
30
日
以

内
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
登
録
が
残
っ
た
ま
ま

だ
と
、
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
知
人
に
譲
っ
た
り
、
業
者
に
下
取
り

に
出
し
た
と
き
、
相
手
方
に
手
続
き

を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
が
４
月

軽 自 動 車
バ イ ク

電
話
に
よ
る
年
金
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

社
会
保
険
庁
で
は
、
電
話
で
の
年

金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
話

料
は
一
般
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内

通
話
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

０
５
７
０
０
５
１
１
６
５
番

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
か
け
る
人

０
３
６
７
０
０
１
１
６
５
番

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
社
会
保
険
事

務
所
国
民
年
金
業
務
課

23
１
１

１
４
番

ご
覧
く
だ
さ
い

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
調
製
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
簿
を
、

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
市
役
所
４
階
）
で
縦
覧

し
ま
す
。

日
時

２
月
23
日

〜
３
月
９
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
は
、
市
役
所
西
口
当

直
室
で
縦
覧
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

30

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
４

１
１
番

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振
替
で
前
納
（
将
来

分
を
ま
と
め
て
納
付
）
す
る
と
、
左
の
表
の
よ
う
に
、
保
険

料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

４
月
分
か
ら
口
座
振
替
で
前
納
す
る
た
め
に
は
、
希

望
す
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

で
、
２
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
は
　

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
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〈活動の内容〉「住んでいるだけで、

元気になれるまち」を目指す「ひ

こね元気計画21」。この計画を推

進する活動に参画していただける

人を募集します。この計画を推進

するための３つのプロジェクトチ

ーム「キャンペーンチーム」「食

事チーム」「運動チーム」のうち、

希望のチームに所属して、計画推

進のための取り組みの企画や展開をしていただきます。

〈応募資格〉チームごとに開催するおおむね月１回程度の会

議や取り組みに参加できる人で、パソコンやデジカメ、チ

ラシの作成に興味がある人（キャンペーンチーム）、健康的な

食生活に関心がある人（食事チーム）、ウォーキングや運動が

好きな人（運動チーム）〈募集人数〉各チーム５人程度（応募

者多数のときは選考）〈応募期限〉３月14日 〈申込方法・

問い合わせ先〉住所、氏名、年齢、性別、電話番号、応募

の動機、希望のプロジェクトチーム名、健康づくりに対す

る思いを書いて、郵送、ファクスのいずれかで、「ひこね元

気計画21」実行委員会事務局（〒522 0041 平田町670 健

康管理課内） 24 0816、FAX24 5870へ。Eメール：
kenko@ma.city.hikone.shiga.jpでも受け付けます。

〈内容〉愛知川河畔林内の環境を良くするため、枯れ竹の除

去活動を行います。その後、河畔林内に生える野草やキノ

コを採り、試食します。〈日時〉３月15日 ９：00～12：30

〈定員〉100人（先着順）〈参加料〉200円（保険代、材料費として）

〈申込期限〉３月７日 〈持ち物〉ノコギリ、ナタ、水筒、

タオル、軍手、雨具、おにぎり

など 〈申込・問い合わせ先〉住所、

氏名、年齢、電話番号を書いて、

はがきか、ファクスで、愛知川右

岸河畔林の会事務局（ 湖東地域振

興局建設管理部河川砂防課内） 27

2248、FAX23 3531へ

〈内容〉在宅介護の要領、生活習慣病などに関する講座 〈日

時〉４月26日 、５月10日 、６月14日 、７月12日 、

８月９日 、９月６日 、９月27日 、11月８日 、12月

13日 、平成21年３月14日 10：10～11：40 〈場所〉県立

文化産業交流会館（米原市）〈対象〉20歳以上の人（平成19年

度受講者は除く）〈定員〉120人（申込者多数の場合は抽選）〈受講

料〉無料〈応募期間〉３月３日 ３月25日 〈申込方法〉

往復はがきの往信の裏に郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、返信の表にも郵便番号、住所、氏名をそ

れぞれ書いて長浜赤十字病院総務課（〒526 8585 長浜市宮

前町14 ７）まで〈問い合わせ先〉日赤滋賀県支部 077 522

6758

〈内容〉色は自分の心を映す鏡。自分の表面的な色だけでな

く、自分の否定していた内面の色にこだわらず、色をとお

して本来の自分に気づき、すてきな自分を発見するための

講座です。〈日時〉３月14日 13：30～15：30〈場所〉 男女

共同参画センター「ウィズ」（平田町）〈対象〉50歳以上の人

〈定員〉50人（先着順）〈受講料〉200円 〈託児〉０歳～就学

前、要予約（一人１回200円）〈申込・問い合わせ先〉 男女

共同参画センター「ウィズ」 24 3529（FAX共用）

「トラベル・イン・アメリカ」

〈日時〉２月29日 14：00～15：30

好評につき第２弾。旅行好きの当センターの教官がアメ

リカの見所を紹介します。

〈講師〉エリック・オバリー（同センター英語プログラム教官）

「日本人はなぜ英語がうまくならないのか？」

〈日時〉３月21日 14：00～15：30

中学・高校の６年間必須科目として学習しているにもか

かわらず、英語で自由に会話できるようになる人はわずか

です。なぜ英語がうまくならないのでしょう。

〈講師〉ボイス・ワトキンス（同センター英語プログラム主任教官）

※ 、 とも英語で行われます。

〈定員〉各回70人 〈受講料〉無料 〈申込・問い

合わせ先〉電話かファクス、Ｅメールで、ミシガン州立大

学連合日本センター 26 3400、FAX24 9356、Ｅメー

ル：sifah@mx.biwa.ne.jpへ。※ファクス、Ｅメールで申し

込むときは、件名を「公開講座申し込み」としてください。

〈日時〉３月22日 、同23日 、同29日 、同30日 、４

月５日 、同６日 ※時間は全日程13：00～15：00〈場

所〉ブリヂストン体育館（高宮町）〈対象〉新小学１年生～新

小学４年生 〈受講料〉2,000円 〈応募期限〉３月15日 〈申

込方法〉はがきに名前（ふりがな）、

学校名、新学年、住所、電話番号

を書いて、彦根市バドミントン協

会（〒522 0069 馬場一丁目6 38 田

中方）へ 〈問い合わせ先〉同協会

24 5564

〈内容〉 21世紀職業財団では、再就職の準備を長期的に応

援する再就職希望者支援事業を実施しています。再就職の

準備に役立つセミナーへの無料参加や、情報誌の送付、専

門のコンサルタントによる個別相談などの支援が受けられ

ます。〈対象〉妊娠、出産、育児、介護などを理由に退職し

た人で、再就職を希望する人〈申込・問い合わせ先〉 21

世紀職業財団滋賀事務所 077 523 5141、FAX077

523 5249

春休みジュニアバドミントン教室

愛知川河畔林で野草とキノコを採ろう

「ひこね元気計画21」実行委員会メンバー

赤十字県民大学

再就職希望者支援事業

ミシガン州立大学連合日本センター「公開講座」

カラーセラピー「すてきな自分発見！」
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〈内容〉滋賀県では「子育てしやすい職場」、「男女がともに

働きやすい職場」など、仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）の実現に向けた職場環境づくりに積極的に

取り組んでいる企業を奨励・支援し、その取組を広く紹介

するため、「ワーク・ライフ・バランス推進企業登録」を

始めました。登録いただくと、滋賀県のホームページや滋

賀県発行の刊行物などで取組が紹介されます。申し込みは、

随時受け付けています。 〈対象〉県内の「一般事業主行動

計画」を策定している企業 〈申込・問い合わせ先〉申込書

に必要事項を記入して、郵送もしくは直接、 労政能力開

発課（〒520 8577大津市京町４丁目１ １） 077 528 3751、

FAX077 528 4873へ。なお、申込書は、滋賀県のホーム

ページからダウンロードできます。滋賀県ホームページ：
http://www.pref.shiga.jp/shinseisho/index.html

ワーク・ライフ・バランス推進企業登録

ヨ コ の か ぎ

寒い季節にいいですね。○○○○うどん

雨上がりなどに、空中に見える七色の帯

国宝４城といえば、彦根城、姫路城、松本城、○○○○城

公園の一部にある子どもの遊び場

美しい花を咲かせる「ふじ」は○○○の植物です。

枠や格子型に書いた線、文字の行間に引く線、○○線

方角の一つ、東、西、南、あと一つは

昨年は、石見銀山が登録されました。 彦根城も暫定

リストに登載されています。

生物が、世代を経るにつれて、次第に変化して多様な

種を生じていくこと

ある意味を表すために、口で言ったり、字に書いたり

すること

平面上の四角形の周上の各点と、その平面上にない一

点を結ぶ線分を引いたときに、それらの線分と底面で

囲まれる多面体

タ

テ

の

か

ぎ

問題 下の「かぎ」を参考に右のマス目を埋めてください。

の５文字を並べ替えてできる言葉は何でしょう。

応募のきまり はがきかＥメー

ルで、①クイズの答え、②住

所、③氏名、④「広報ひこね」

の記事に取り上げてほしい内

容、⑤「広報ひこね」の記事

でよく読むもの、その他「広

報ひこね」に対するご意見・

ご感想などを書いて、 情報

政策課（〒522 8501）へ送って

ください。 Ｅメール：
koho@ma.city.hikone.shiga.jp

応募期限 ２月29日

日
米
修
好
通
称
条
約
を
締
結

し
た
、
徳
川
幕
府
の
立
役
者

「
井
伊
○
○
○
○
」

火
で
焼
き
、
水
に
浸
し
て
鍛

え
た
刃
物

蚕
の
ま
ゆ
か
ら
と
っ
た
繊
維

豆
類
を
砂
糖
・
し
ょ
う
油
な

ど
で
煮
し
め
た
も
の

卑
弥
呼
が
支
配
し
た
と
さ
れ

る
、
２
世
紀
後
半
か
ら
３
世

紀
前
半
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

国国
内
で
の
戦
争
、
内
乱

火
山
か
ら
噴
出
す
る
物
質
、

雪
の
よ
う
に
積
も
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

普
通
と
異
な
っ
て
、
あ
や
し

く
不
思
議
な
こ
と

竹
や
わ
ら
で
作
っ
た
人
型
の

人
形
、
田
畑
に
立
て
て
鳥
や

獣
が
寄
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

言
い
聞
か
せ
て
納
得
さ
せ
る

こ
と

個
人
が
負
担
す
る
費
用
の
こ

と
、
行
政
が
負
担
す
る
費
用

は
公
費
と
い
い
ま
す
。
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｢子ども110番の家｣は、子どもが不審

者に出会ったり、危険な状態になった

りしたときに、駆け込むことができ、

保護してもらえるとともに、子どもを

ねらった犯罪の抑止力につながること

をめざして取り組んでいる事業です。

現在、1,615軒の自宅、事業所、店舗な

どに登録いただいており、2,000軒の登

録を目標としています。

ご協力いただける人は、各学区の青

少年育成協議会または子ども青少年課

までご連絡ください。ロゴ入りプレー

トまたはシールをお渡ししますので、

子どもの見やすい場所に設置をお願い

します。

問い合わせ先 青少年育成市民会議事

務局（ 子ども青少年課内） 23

9590、FAX26 1768

おわびと訂正
広報ひこね２月１日号13ページの「後期高齢者医療制度」において、計算例の計算式で年間保険料が「63,240円」とあ
るのは、「63,420円」の誤りでした。おわびして訂正します。
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

３月前半

３日

４日

５日

６日
７日

10日

11日

12日

13日

14日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地 、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地 、西今、平田
（大沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋
中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、
中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、
和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、稲部（稲
部）、亀山地区、出路、田原

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【３月前半】

図書館休館日 ３日 、10日 日(水・祝)、10日
(月)

５日

６日

４日

７日

１１日

１２日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

３月前半

１４日
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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電話番号は、おかけ
間違いのないように
ご注意ください。 



公的機関をかたった
医療費還付詐欺がありました
１月に、複数の家に公的機関をかたり、「医療費還

付詐欺」と思われる不審な電話があったとの相談や、

被害情報が入りました。その内容を紹介します。

社会保険事務所総務課職員を名乗る男性から「昨

年に払い戻す予定だった医療保険の『過誤診察業務

再審請求』がされていない。期限は切れたが、今か

らでも還付金を振り込むので、銀行の口座番号を教

えてほしい」と電話がありました。（70歳女性）

相談窓口から社会保険事務所に確認したが、『過誤

診察業務再審請求』という制度はないことが分かり、

警察にも、同じような届け出があったことが分かり

ました。

また、滋賀県医療給付課職員を名乗り、「医療給付

金の残金」があると、銀行のATM(現金自動預払機)

に誘い出された69歳の市民が、犯人の指示どおりに

操作させられた結果、298万円を送金させられたと

いう被害が発生しました。

公的機関名や還付という言葉にだまされ、個人情

報などを漏らすと、悪用される危険性や、ATM操作

を指示され被害に遭うおそれがあります。確定申告

の時期でもあります。じゅうぶん気をつけましょう。
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http://www.city.hikone.shiga.jp/

今月の納税 固定資産税（第４期） ２月29日 までに納めましょう

相談は信用できるところへ
多重債務について、一人で悩まず、相談しましょう。

生活環境課消費生活相談窓口

22 1411（内線173）、FAX27 0395

消費生活センター　 23 0999、FAX23 9030

滋賀弁護士会　 077 522 3238

滋賀県司法書士会（総合相談センター彦根）

077 527 5576

日本司法支援センター滋賀地方事務所

050 3383 5454

滋賀県クレジット・サラ金被害をなくす会連絡会

077 522 2118、FAX077 526 4583（担当・多々納）

077 510 1098、FAX077 510 1099（担当・橋元）

多
重
債
務
は

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

多
重
債
務
に
陥
る
原
因
は
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
や
無
計
画
な
生
活
態
度
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

思
い
が
け
な
い
失
業
や
事
故
、
病

気
な
ど
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
子
ど
も

の
学
資
ロ
ー
ン
が
返
済
で
き
ず
、
返

済
の
た
め
に
借
金
を
重
ね
、
多
重
債

務
に
陥
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
き
っ
か
け
は
、
皆
さ
ん
の
身
近

に
あ
る
の
で
す
。

今
、
多
重
債
務
者
は
、
全
国
で
２

０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う

多
重
債
務
者
を
狙
う

悪
質
業
者
が
増
え
て
い
ま
す

「
低
利
一
本
化
」「
無
審
査
」
な
ど

有
利
な
条
件
を
ち
ら
つ
か
せ
、「
貸
し

ま
す
詐
欺
」
や
「
ヤ
ミ
金
融
」
な
ど

の
悪
質
業
者
が
わ
な
を
張
っ
て
い
ま

す
。
貸
付
の
勧
誘
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
電
話
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
新
聞
折
込
み
な
ど
の
債
務

整
理
の
広
告
も
、
悪
質
業
者
で
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

多
重
債
務
者
に
有
利
な
条
件
で
お

金
を
貸
す
金
融
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
。

融
資
す
る
の
で
は
な
く
、
多
重
債
務

者
か
ら
搾
り
取
る
の
が
目
的
で
す
。

相
談
窓
口
で
も
「
債
務
整
理
を
た

め
ら
っ
て
い
る
間
に
『
貸
し
ま
す
詐

欺
』
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
」
と
い

う
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。（
事
例

は
、
改
め
て
紹
介
し
ま
す
）

そ
こ
で
、
多
重
債
務
に
陥
っ
た
時
、

解
決
し
て
い
く
た
め
の
方
法
を
次
に

紹
介
し
ま
す
。
早
め
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

自
己
破
産

裁
判
所
に
申
し
立
て
、

全
財
産
（
差
し
出
し
不
要
と
認
め
ら
れ

た
も
の
は
除
く
）
を
差
し
出
す
代
わ

り
に
、
残
り
の
借
金
返
済
を
免
除

し
て
も
ら
い
ま
す
。

個
人
民
事
再
生

裁
判
所
に
申
し

立
て
、
収
入
の
範
囲
で
の
返
済
計

画
を
作
り
、
裁
判
所
に
認
め
て
も

ら
っ
た
う
え
で
、
そ
の
計
画
に
基

づ
い
て
返
済
し
て
い
き
ま
す
。
借

金
の
大
幅
な
減
額
が
可
能
で
、
住

宅
を
失
わ
ず
に
す
む
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。（
要
件
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
）

任
意
整
理

裁
判
所
を
頼
ら
ず
、

金
融
業
者
と
話
し
合
い
で
解
決
す

る
方
法
で
す
。

特
定
調
停

簡
易
裁
判
所
で
、
裁

判
官
と
調
停
委
員
が
金
融
業
者
と

話
し
合
い
、
借
金
総
額
を
適
正
に

計
算
し
直
し
、
決
ま
っ
た
額
を
返

済
し
て
い
き
ま
す
。
手
続
き
が
簡

単
で
、
自
分
で
で
き
る
の
で
費
用

は
実
費
の
み
で
す
。

の
処
理
は
弁
護
士
や
司
法

書
士
に
依
頼
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

費
用
は
、
法
律
扶
助
の
制
度
を
利

用
す
れ
ば
、
無
理
の
な
い
金
額
で
の

分
割
払
い
が
で
き
ま
す
。




